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語教師として５２年間の実践経験を持つ大村はま先生の著書 [ ２] の一節「胸
のときめかない教材では、授業をしたくありませんでした」を引用する。
―――（引用開始）―――
　私が行っていた授業は教科書に頼らない授業、自分で資料を豊富に用意した
単元授業でした。
　ですからたくさんの本を買って読んで、本以外の資料も探して、準備は大変
でした。でも、せっかく用意したのだからと、その教材を使って何度も授業す
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るということが、私にはできませんでした。
　二度目になると、初めて教材を見つけて用意するうれしさがわいてきません。
私自身がいそいそと教室に入れるのは、新しい物を持っていくときだけなんで
す。それを一度味わうと、そのときめきがないものを持って教室に行くことが
いやになります。
　それに、自分が前の授業でよくわかっている展開、こなしてしまった教材、
それらをやるときには自分の心の中に小さな慢心が生まれます。謙虚さが減り
ます。そして自分だけにわかる程度かもしれませんが、一生懸命になる、その
程度がちょっと違うのです。
　子供は新鮮さに感動します。私自身が、新しいものへの小さな不安と期待を
持ちつつ、子供に向けて、その教材を提供している、それが子供を動かすのです。
　なのに、二度目だと、子供と同格に胸がときめかない。それが、私はいやだっ
たのです。
―――（引用終了）―――
　ここで述べられていることは、教育技術でもなく、授業内容でもない。あえ
て言うならば、教員の授業に対する思い入れとでもいうようなものである。教
員が教材を最初に作り上げたときの「これは面白い」と感じた新鮮な気持ちが
二度目になると薄まってしまい、その微妙な変化が教員の授業に対する態度を
変えてしまうというのである。ここでは、教員が自分の作った教材に対して感
じる「鮮度」の変化が問題にされている。
　このように教員の側の心理状態が授業の結果に影響することを私も感じたこ
とがある。途中まで快調に進んでいた授業、学生がシーンとして真面目に聞い
ていた授業、それが、ふと残り時間が少ないことに気づいて、時間の割り振り
が気になりだしてから、シーンとして聞いていた学生がザワザワし始めたとい
うことがあった。教材に向いていた私の気持ちが、時間配分に向いたときから、
教材に対して「一生懸命になる、その程度がちょっと違ってしまった」という
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ことである。
　教員がわくわくしていなければ学生をわくわくさせることはできない。「こ
んなに面白いことがあるんだが、この面白さをなんとしても学生と分かち合い
たい」という気持ちが学生を動かすのではないか。以上のように、面白い授業
を行うためには、まず、内容そのものが知的好奇心を満たすような面白いもの
であることが大前提であるが、もうひとつ、教員の心理状態が学生に微妙に影
響するということも忘れてはならない。
IV.　おわりに
　以上、良い授業とはどのようなものかについて考察した。また、教員の授業
に対する思い入れや心理状態が重要であることを指摘した。最後に、良い授業
を行うために教員は何をすべきかを考えて、本稿を終えることにする。
　上記のように、授業を面白くするために授業形態や教育技術をいくらいじり
まわしても効果は少ない。それよりは、授業内容、コンテンツの改善の方がずっ
と効果が大きい。その授業内容なるものは、各教員の専門分野における能力や
人格・識見などに基づく職人芸によって生み出されるのである。
　そのような認識のもとでは、ＦＤ（ファカルティ・ディベラップメント）な
どの会議で「教育方法」の改善を論議するよりも、個々の教員が専門分野にお
ける能力の強化や人格・識見の向上に努め、職人芸を磨くことの方が役に立つ
ということになる。個々の教員がそのような努力を行いつつ、十分時間をかけ
て授業の準備を行うことが授業改善のための最善の方法である。
　たが、現在の大学には、そのような古き良き時代の雰囲気はない。教員は
管理体制の中に組み込まれたサラリーマンとして、会議や雑用や営業活動に
追われている。その中で大学改革が検討されているが、そこでは良い授業を
実現するための本質的議論よりは、授業形態や組織形態などをいじることにあ
けくれて、いたずらに教員の負担を増やしている。そのようなことに忙殺され
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ることで、意義のある仕事をしているような錯覚に陥っていなければよいのだ
が・・・。
　大学の危機が叫ばれている現在、教員に最も必要なものは、沈思黙考する時
間的余裕と、組織に縛られたサラリーマン的思考を打ち破る野性的精神である
と考える。
参考文献
[ １] 伊藤征一（2005）「授業に対する学生の満足度の構造」、星城大学研究紀
要第 5 号、http://www.ne.jp/asahi/itoh/seiichi/paper/kiyou2003.pdf
[ ２] 大村はま（2004）「灯し続けることば」小学館
